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三股 菊陵
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 21 4 4 1 4 0 0 4 * (C) 0 0 0 0 - - -

5 - - - - - 0 0 5 * 12 2 2 2 2 0 0

6 0 0 0 0 3 0 0 6 - - - - - 0 0

7 * 0 0 0 0 1 0 0 7 * 4 1 0 1 4 0 0

8 * 15 2 3 3 4 0 0 8 - - - - - 0 0

9 0 0 0 0 - 0 0 9 - - - - - 0 0

10 * 10 0 5 0 1 0 0 10 * 2 0 1 0 2 0 0

11 * 18 0 8 2 3 0 0 11 * 43 2 12 13 4 0 0

12 - - - - - 0 0 12 - - - - - 0 0

13 - - - - - 0 0 13 - - - - - 0 0

14 - - - - - 0 0 14 - - - - - 0 0

15 - - - - - 0 0 15 - - - - - 0 0

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 - - - - - - - 17 0 0 0 0 - 0 0

18 - - - - - - - 18 - - - - - 0 0

- -

64 6 20 6 16 0 0 61 5 15 16 12 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

Copyright(c) 2011 Yuzo Kosaka All Rights Reserved Vol.007b

合計 合計

戦　　評

記載者 末吉　理香 （所属） 沖縄県中体連バスケットボール協会中学部

出水　優花 上玉利　彩良

橋本　朱星 中園　彩葉
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大久保　愛梨 山下　莉来
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柳田　緋莉 村上　優奈

境　　さくら 菊池　水咲

下之薗　空心 平野　紅鈴

迫田　姫愛 山本　陽菜

吉村　南星 木下　千栄

中島　樹希 大和　夢向

矢野　杏佳 半田　詩織

選　手　氏　名 選　手　氏　名

岩元　陽菜 大中　愛子

No. c5 日時： 2019年8月5日(月) 15:20 会場： 豊見城市民体育館

(福岡)

U1 新里　まどか

松田　茂治U2

CC 砂川　卓嗣 (宮崎) ○ ●

女子2回戦 三股 64 61 菊陵
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三股 菊陵

女子Cコート第3試合は、宮崎県1位の三股と福岡県1位の菊陵の対戦となった。第１Q、両チームともにオールコートDefでスタート。開始30秒で三股#8が3P

を決め主導権を握る。お互い激しい攻防が続き、中・外と得点を重ね、17対13で三股がリードし1Q終了。第２Ｑ、開始1分30秒で、菊陵#11が積極的にドライ

ブを仕掛け2度のファールを誘う。三股はタイムアウトを請求。菊陵は#11ボールを集め何とか同点に追いつく。負けじと三股#4もドライブからバスケットカウ

ントに持ち込む。両チームとも激しいDefが続き得点を許さない。開始6分過ぎ、三股#4の3Pが決まり23対19で三股リード。前半最後のタイムアウトを菊陵が

請求する。三股は直後のDefを24秒バイオレーションで守り切り、三股も2回目のタイムアウトを取る。菊陵はタイムアウト明けかオールコートプレスに転じ、

積極的にボールを奪うも得点までは結び付けず、23対19で三股リードし前半終了。

第３Ｑ、三股#8のミドルシュートで得点。直後、菊陵の連続得点を許すも、三股#11がバスケットカウントを奪う。菊陵タイムアウトを請求する。しかし、流れ

は徐々に三股に傾きかける。激しいDefが機能し始めると、三股#8、#11が得点を重ね37対23と点差を広げる。たまらず菊陵2回目のタイムアウト。その後、

菊陵も#5の3P、#11のドライブで応戦。残り1分で菊陵#11が連続得点し9点差まで詰め寄り、47対38三股リードで3Q終了。第４Ｑ、出だし菊陵#11のパスカッ

トを皮切りに、互いに点の取り合いとなる。三股は後半早めに1回目のタイムアウトを請求。しかし、菊陵#11の連続得点を許し4点差まで詰め寄られる。ここ

で奮起したのが三股#8。勢いにのりかけた菊陵を3Pで突き放す。その後は一進一退の攻防となり、残り4分で53対46三股リード。ここで意地を見せたのが

菊陵。最後の力を振り絞り徐々に点差を詰めていく、残り50秒を切りドラマが待っていた。菊陵#11が3Pを決め5点差。残り16秒、菊陵の#11が3Pでファール

を誘い3ショット、それを3本とも決め2点差。残り6秒菊陵#11がゴールまで持ち込みファールを誘う。残り0.2秒でフリースロー、それを2本とも決め延長戦に

突入。会場総立ちとなる。

両チーム最後の死闘を繰り広げるべく延長戦に突入し、先手を取ったのは三股。#4の3P、#11が得点を挙げると、菊陵も#5もフリースローを2本決める。し

かし追撃もそこまで、64対61で三股が逃げ切り勝利を収めた。まれに見る好ゲームに会場からは惜しみない拍手が鳴りやまなかった。


